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令和５年度 第１回尾張旭市循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

令和５年５月３０日（火）

開会 午前９時３０分

閉会 午前１１時５分

２ 開催場所

市役所南庁舎２階 ２０１会議室

３ 出席構成員

千頭聡、尾川康子、伊藤紀子、鶴田絹子、新田美得、大川正喜、市川隆之、

鏡山雅臣、藤村育子 計９名

４ 欠席構成員

なし

５ 傍聴者数

２名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：遠藤裕倫、

環境課長補佐：林正信、環境課主事：飯田あゆみ

７ 議題等

（１）尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の進捗状況について

（２）次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定状況について
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８ 会議の要旨

事務局 定刻になりましたので、ただ今から「令和５年度第１回 尾張旭市

循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日は、ご多忙のところ、また、直前の日程調整にもかかわらず、

会議にご出席いただき、誠にありがとうございます。

本日の出席者は、９名全員でございます。

なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基

づき、傍聴を認めていること、また、本会議の内容については情報公

開の対象となることも、あわせてご了承いただきますようお願いいた

します。

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。

＜資料の確認＞

それでは、次第に沿って会議の進行をさせていただきます。

まず、次第１「座長あいさつ」です。千頭先生、お願いします。

千頭座長 みなさん、おはようございます。

先ほど、会議が始まる前に雑談をしておりまして、私の立場からし

ても残念ながら、瀬戸市がごみの本当の有料化が先送りと言います

か、一旦踏みとどまったかたちとなりました。ごみの問題は難しく、

特に他の市町でもそうですが、やはりトップの方からみると、ごみ・

水道・下水道のことは市民感情に直結するので、中々、踏ん切りがつ

かないというケースはよくありまして、しかし結局先送りすれば、そ

の分どこかでまとめてということによくなって、そこは難しく感じま

す。先日、瀬戸市の方が来られ話をしていまして、環境課の方も「う

～ん。」とおっしゃっておられました。尾張旭市は尾張旭市で地道に

進めていけたらいいなと思います。

今日もよろしくお願いいたします。

事務局 ありがとうございました。

このあとは、次第に従って議題に入りますが、ここからは座長であ

る千頭先生に議事の進行をお願いいたします。

よろしくお願いします。

千頭座長 本日は議題が大きく２つ、「現在の一般廃棄物処理基本計画の進捗

状況について」と、「次期の一般廃棄物処理基本計画の策定について」

です。

では、まずは議題１「現在の一般廃棄物処理基本計画の進捗状況に

ついて」資料１と資料２です。併せて事務局からご説明、よろしくお

願いします。

事務局（飯

田主事）

＜資料説明＞（資料 1）
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事務局（林

課長補佐）

＜資料説明＞（資料２）

千頭座長 はい、ありがとうございました。

ご意見やご質問等があればお願いします。

鏡山構成員 資料２の№３のところで、（株）ジモティーと協定を結ばれたと出

されていますが、（株）ジモティーのホームページでは協定内容が公

開されており、尾張旭市のホームページにはその事案が全くありませ

んでした。せっかく協定を結ばれたのであれば、市民に対して公表し

ていく必要性があると考えます。ペットボトルの協定は確か３月１日

付で出ていたと記憶しています。せっかくの機会なので、ごみを減ら

す方法論として、例えば尾張旭市のホームページの粗大ごみやリユー

スが可能なページに移った時に、（株）ジモティーを紹介するページ

に飛ぶようなホームページの方法論があるのではないでしょうか。今

回、尾張旭市のホームページのＣＭＳが改正されているので、使いや

すくなっているという認識の中でお話ししました。

もう一つは資料２の№２「リサイクルひろばでのベビーカー・チャ

イルドシートの市民への提供」について、ベビーカー等の申し込み用

紙など提供する側の様式はあります。ただし、希望する方は見に来て

くださいとなっています。なかなか子供がいて見に行くことが難しい

という発想からいくと、簡単な写真等、第一段階で認識できるような

情報発信が重要ではないかと考えます。第一段階でよければ見に行か

れるでしょうし、よくなければ見に行かないとしたほうが効率的なの

ではないでしょうか。

千頭座長 はい、ありがとうございます。

この２点について事務局から何かありますでしょうか。

Ｗｅｂサイトに掲載されていないというご指摘でしたが、いかがで

しょうか。

事務局 協定内容の掲載につきましては、早急に対応します。

鏡山構成員 （株）ジモティーはこれだけきちんとホームページに掲載されてい

て、どんな趣旨やどんなことをやるかまで記載されている。市民側か

らすると、そのような情報があればその方向にいく確率は増えると考

えます。

千頭座長 ベビーカーの件も、写真等をＷｅｂサイトに掲載するというのは、

いかがでしょうか。

事務局 検討してみます。

千頭座長 はい、ありがとうございます。

他にご意見等は、いかがでしょうか。

資料１の裏面を見ると、今のごみ処理基本計画の目標数に対して向
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かってはいるけれど、来年度に到達するのはかなり厳しいというお話

もいただきました。そこも踏まえつつ、資料２の今の進捗状況をご覧

になって、いかがでしょうか。

尾川構成員 前回、出されたごみがどうなっているかというのを見られたという

お話ですが、それはどうなっていたのか教えていただけますか。

事務局 その件については、資料３に記載されています。５ページを見てい

ただきますと、そのごみの組成調査の結果が記載されております。今

このようなかたちになっておりまして、令和４年度の実績と令和５年

度の推計が載っており、一番上の生ごみの割合はかなり減っていま

す。ただその分、資源ごみの混入している割合が増えてしまっている

というのが今回の状況です。

千頭座長 では、次の議題の時にもう少し深く話を聞きましょう。

他にご意見等は、いかがでしょうか。

尾川構成員 資料２の№１０の子ども達に対してごみに関する学習の機会につ

いてです。私は循環型生活研究会のラブリというグループに属してお

り、そこでエコクッキングなどをさせていただいておりますが、コロ

ナ禍で料理教室自体もできなかったのです。ようやく少しずつやり始

めてはいるのですが、ごみ等をどうするかにまでは至らず、水切りと

いう面では一応やってはいます。ただ、クッキングに応募される方も

色々な目的で来られますし、食べきりという意味では、どうなのかな

というところもあります。また、ごみをどう分別するかというところ

までもなかなかできないし、少し中途半端という気もします。料理と

いうよりは料理をした段階で出たごみをどういうふうにしていくか

というのをもう少しできたらなとは考えています。応募される方の意

図が若干違ったりするので、ラブリとしてはもう少し明確化をしたほ

うが良いかと考えます。

また、着物を預かってリユースをさせていただいているのですが、

それに関しても、市外から来られる方がいて、市でのリユースという

意味では…とは感じます。コロナが始まった時は、皆さん整理をされ

て様々な着物を出されている状況でしたが、あまり周知されておら

ず、若い方が着物を着るチャンスもありません。できれば着物を気軽

に着ていけるようにしたいとは考えてはいる一方で、なかなか周知で

きず、今の段階は市で集めていただいた着物をお預かりし、用途は

様々ではありますが欲しい方にお渡ししている状況です。それはそれ

で良いかとは思いますが、もう少し若い方を巻き込んで、良いやり方

はないものかと考えてはいます。

子どもたちに関しても、学校でそれぞれ職員の方が勉強会をされる

のも良いのですが、今の自治会の運動会等で「ごみ分別競争」などす
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るのはどうでしょうか。自治会の運動会ですとご年配の方も来られま

すし、ごみ収集の際も自治会の方も来られますので、周知しやすく、

そういう運動会等を通してごみの分別を勉強していけたらと考えま

す。

千頭座長 何点かおっしゃっていただきました。クッキングの話や着物など、

今のお話に関して事務局の方でコメントはありますか。

事務局 色々とご協力いただきまして、ありがとうございます。こうやって

色々とお考えいただいていることも承知しております。また、私共も

このご要望にできるだけ沿うようなかたちで、できる範囲で広報して

いきたいと考えております。今後とも引き続きよろしくお願いしま

す。

千頭座長 以前この会で、何年も前ですが、リサイクルひろばに出された古着

を大量に引き取っていかれる方がいらっしゃるというのが話題にな

りませんでしたでしょうか。週２回毎回５０着ほど引き取っていかれ

る方がいて、とてもご自身で着られる範囲ではないのではと話題にな

ったことがありましたが、その後は来られなくなったのですか。

事務局 今、古着についてはお渡ししていないので、いらっしゃらないです。

物があればラブリさんへお渡しをしているかたちになります。

千頭座長 今、若い方もというお話でしたが、去年、地元のケーブルテレビか

ら声をかけていただいて、学生で「サステナブルファッションショー」

を行って番組にしていただいたのですが、結構、学生がおばあちゃん

の着ていた着物をすごく上手に着こなしており、男子学生もお洒落な

服装をしていて「それいくらぐらいお金かかっているの。」と聞いた

ら「いや、上下合わせて５００円です。」と答えていました。古着で

すが、それをすごく上手く着ており、ファッションショーを行いまし

て、意外と学生は私たちよりもはるかに古着に対して抵抗が無く着て

いると思います。

尾川構成員 なので、もう少しこちらも周知し、うまくリユースできればいいと

は考えます。中には「子供の結婚式だから何かないか。」と来られる

方もいらっしゃいます。ただ、着物等はクリーニングということもあ

り、色々な方が着られるという意味では、自分で作り直すという分に

は良いですが、何回も着たものだとどうなのでしょう。まあ、良い仕

組みができればとは思いますが、お金がかかることは難しいと思いま

す。

千頭座長 わかりました。他にご意見のある方はいらっしゃいませんか。

新田構成員 「プラスチック資源循環促進法」が昨年４月に施行され、先ほど品

目としてハンガー・お風呂のふた・バケツ等、それ以外のプラスチッ

ク使用製品としてどの分別収集するか品目の絞り込みはできていな
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いのですか。

事務局 具体的な製品だとかは、まだの状態でございます。

千頭座長 県内では、例えば大府市や豊明市は全面的に行っている。

尾川構成員 豊明市は尾張旭市とほぼ同じくらいの規模の市です。小学校も９

校・中学校も３校あり、豊明市の人口は７万５千人くらいと少し少な

いですが、非常に先進的な取り組みをされており、尾張旭市ではなぜ

できないのかと市長には言いました。

千頭座長 はい。

充電池が入ったプラスチック製品というのは意外とありまして、女

子高生がよく持っているハンディファン（扇風機）も、電池と充電池

（蓄電池）の部分は分けないといけないので、厄介ではあります。

この件の検討は引き続きされているということでしょうか。

事務局 はい、そうです。

千頭座長 他はいかがでしょうか。

市川構成員 フードロスに関することですが、世界的に関心が高まっているよう

になり、福祉の現場でも取り組もうとしている中で、どうしても受け

皿という問題があるかと考えます。一方で今、ニュースを見ても物価

高で貧困家庭や少子化も含め、福祉の部分では困っている人達に届け

られるような仕組みについての検討と言いますか、現状のそういった

ことについて何かありましたら教えていただきたいです。

千頭座長 フードドライブにどう取り組んでいくか・取り組もうとしているか

ということですが、いかがでしょうか。

事務局 現在は社会福祉協議会と連携をして年２回実施しているところで

はございます。その扱う品目と受け取ってもらえる受け皿等を情報共

有していきたいと考えております。

千頭座長 市川さんのところも、そういうフードドライブに携わっておられる

のですか。

市川構成員 法人では「こども食堂」みたいなことを行っています。時には提供

を受けたりすることはあります。色々な仕組みというのはありまし

て、野菜などが安かったり、ご自由にどうぞというところもあります。

現実的に今必要とされている方もあるでしょうし、そういった中でで

きることもあるのではないかと考えます。

新田構成員 どうしても、消費期限の問題があって、お米等は大丈夫ですが、品

物がかなり限定されるというのは現実にあり、積極的に行うにはそう

いう意味で制約があります。ただ、無駄にするぐらいならば、できる

だけ積極的にご参加いただけるようには呼びかけをしているところ

です。

千頭座長 企業側も、フードドライブに関して我が社も何か貢献できればとい
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う士気は上がってきているように感じます。

他はいかがでしょうか。何か特にお気づきの点がございましたら、

ご遠慮なくご意見をどうぞ。

では、この内容と次の議題、まさに策定状況の話とが繋がっていま

すので、一旦、次の議題に行ったあと、先ほどのことも含めてもう一

度議論をしていただくということでよろしいでしょうか。

構成員 （異議なし）

千頭座長 そうしましたら、議題２つ目、「次期令和６年度からの尾張旭市一

般廃棄物処理基本計画の策定状況について」の資料３があります。先

ほどのごみの組成調査についての資料もありますので、では東和さん

よろしくお願いします。

東和 ＜資料説明＞（資料３）

千頭座長 はい、ありがとうございました。

後半のところでは、将来のごみ量の推計の方式をいくつかご説明い

ただきました。全体として、いかがでしょうか。

鏡山構成員 まず資料３の５ページの上から３行目「現行計画における令和５年

度推計値と令和４年度実績値を比較すると、生ごみが大きく減少して

いる」と書かれていますが、表の中の令和４年度実績は「１６９ｇ/

人・日」で、令和５年度推計値「１９１ｇ/人・日」になっており、減

少していないのではないでしょうか。

事務局 令和５年度推計値は目標値です。

鏡山構成員 目標値としても「減少している一方」と書いており、何をもって減

少と言っているのかがわからないです。

東和 ６ページの図１０をご覧ください。こちらが内訳で、生ごみが減少

しています。

鏡山構成員 書き方だけの問題でしたら、すみません。単純に平読みした時に数

値を合わせたら合わないです。

東和 令和４年度の実績について、それ以前からは減ってきております

が、この表２では記載していないです。

鏡山構成員 わかりました。

それからもう一つ、この令和５年度の目標値は、どこから算出して

いるのでしょうか。

事務局 この目標値の数値は「ごみ処理基本計画」の中間見直しをした際に、

細かく項目別ごとに設定したものです。

鏡山構成員 そういう計画値があるのですか。

事務局 はい、そうです。

鏡山構成員 そこからの算出された目標値であれば、何も問題ないです。ただ、

この資料だけでは全くわからなかったです。
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事務局 すみません。

鏡山構成員 その次のページの１０ページ「生ごみ・可燃ごみの割合は減少傾向

にある」と書かれていますが、図１０で可燃ごみは下から２番目です

よね。

東和 はい、そうです。

鏡山構成員 平成３０年から令和４年までを見ると、２９．７％、３２．９％、

３３．４％、３４．７％と減少していません。

東和 「生ごみ」と「可燃ごみ」を合わせて見ていただくと、減少傾向で

あるという意味で記載しております。

鏡山構成員 個別ではなく、合計で見た時の記載ですね。文章だけ読んだときに

気になってしまいました。

事務局 そうですね。「生ごみ」が減少していて、「可燃ごみ」が減少して

いるというわけではないので、ご指摘の通りです。

鏡山構成員 実際、対策の中で「可燃ごみ」の中に含まれる「プラスチック製容

器包装」を減らしましょうという話が出ていたと思います。そうする

と、これは増えていますよというターゲットをきちんと表現した方が

良いのでは考えます。

東和 はい。

鏡山構成員 あと、最後の１３ページのトレンド推計式で算出された部分は、家

庭系処分ごみの中に「可燃・不燃・粗大ごみ」と「資源回収量」が入

るのですか。

事務局 「資源回収量」は入りません。処分するごみが入ります。「可燃・

不燃・粗大ごみ」です。

鏡山構成員 個別に細かく比較して、それを加算していますよね。では、全体ご

みの傾向に対して、そのまま統計を当てた時にどんな数字になるか、

比較検討はされているのでしょうか。

千頭座長 全体量のトレンド推計と、それぞれの種類ごとのトレンド推計と、

足し合わせたものと比較しているかということでしょうか。

鏡山構成員 はい。これは「可燃・不燃・粗大ごみ」でトレンド推計を出してい

るのでしょうか。

東和 はい、そうです。

鏡山構成員 足したものでトレンド推計をして、これは細かい部分で生ごみがど

うとかいうことではないのですか。

東和 いえ、それぞれでトレンド推計値を出して足し合わせたものになり

ます。

鏡山構成員 合計ごみ量のトレンド推計値は見ていないのですか。

東和 合計ごみ量のトレンド推計値も確認しています。

鏡山構成員 実際にここに載せている表は、個別ごみ種類のトレンド推計値を加
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算したものということですか。

東和 はい、そうです。

鏡山構成員 あくまで疑問ですので、どこまで吟味や考察がされているのかが見

えないもので。

東和 はい、そうですね。総ごみも行っています。個別ごみ種類と合わせ

たものと、全部トレンド推計を行って、ここではごみ種類別の積み上

げ法を使用しているということです。

鏡山構成員 結局、普通ですと色々なパターンを試してみて、最終的にこの方法

の方が良かったですねという議論が出てきますが、それが無かったの

で、少し疑問に思いました。一言でもどこかに書いてあれば納得はで

きたのですが。ありがとうございました。

あと、先ほどの資源化率は今後行いませんということでしたが、環

境省のホームページで全国平均を取っていても、どんどん減ってきて

いるので、それは妥当なのかなとは考えます。ペットボトルが薄くな

っているとか、色んなものが薄くなって、重量で見ていると、どんど

ん減ってきているのは、とてもわかるような気がします。

千頭座長 はい。一番最初にご指摘いただいた、５ページと６ページの頭のと

ころの表の作り方と、表をどこに配置するのかというのを誤解のない

ように少し修正された方が良いかと思います。

東和 はい。

千頭座長 表２の上にこのコメントがあると確かに誤解されるかもしれませ

ん。

東和 はい、そうですね。

千頭座長 あと、先ほどご指摘いただいた１３ページの図１６の推計結果も上

の表８のところにそれぞれ書かれていますが、今のご指摘を受けて、

もう少し記述を丁寧にした方が良いかもしれません。

しかし、この方式で実は１０ページの色々な計算をしていただいて

おり、それはそれでもちろん良いのですが、令和元年・２年・３年の

実績値をこの場合はそのまま、平成２６年度から令和４年度までに基

づいたトレンド推計をされているわけですか。

東和 はい。色々と検討した結果、コロナの時は除くか除かないか、どの

ように反映するかということを市と検討したうえで、省かせていただ

いております。

千頭座長 はい、わかりました。では、他にご意見はございませんでしょうか。

鶴田構成員 剪定枝について、平成３０年までは資源化と書いてあったのです

が、資料２の№１９の令和４年度実績内容では、事業者に依頼をして

木質チップにすると書いてありました。これからもそのようにされる

のですか。
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事務局 これからも資源化することは常にやっていきたいと考えています。

鶴田構成員 今はまだ決まっていないのですか。今までどおりなのですか。

事務局 １事業者、引き取りが駄目になってしまいましたので、今はまだで

す。

鶴田構成員 これを見ると実施されるのかと思ったもので。

事務局 実施と言いますか、引き続き重大な問題なので、剪定ごみの資源化

については調査研究を進めていきます。

鶴田構成員 今はそういう状態なのですね。わかりました。

千頭座長 今、剪定枝の持ち込みの手数料は、いくらですか。

事務局 ５０ｋｇまで１,０００円です。
千頭座長 その値段設定の問題もあるのではないかと考えます。実は他市でも

公共の持っている清掃センターに持ち込んだ場合の持ち込み手数料

は低かったので、本来ならば民間で堆肥化できるはずなのに、安いか

ら焼却へ回っていた。それを値上げすることによって、民間ベースに

戻そうとしているところはあります。

事務局 ２年ほど前に持ち込み手数料の値段改定しています。

千頭座長 値段は上がっているのですか。

事務局 上がってはいます。単価自体は変わっていません。ただ、以前は一

定量の持ち込みが無料でしたが、最初から手数料がかかるかたちにな

り５０ｋｇまで１,０００円というふうに改定しています。
鶴田構成員 それは事業者が、そこに持ち込んだ時の手数料ですか。

事務局 はい、そうです。

鶴田構成員 基本的に、個人で普通のところに出せば、尾張旭市では無料で持っ

ていってくれますよね。なので、以前に事業者の人も普通に出せばい

いからと言って置いて帰られます。

鶴田構成員 そうです。処分量として、依頼した方が絶対にお金がかかるからと

言って帰られる。

事務局 庭木の剪定ですね。

鶴田構成員 無料の方が良いに決まっているので、分けてでも出しています。

鏡山構成員 その問題で難しいのは、例えば自宅の庭木の枝を自分で切って出す

か、あるいは事業者に依頼する場合、事業者に頼めば処分費が請求さ

れます。しかし、自分で切って出せば、１ｍ以内であれば無料で引き

取ってもらえる。その仕組み自体が、既に抜け穴の状態です。

事務局 事業者はご自分で出してくださいと思われているでしょう。

鏡山構成員 ある季節になると、事業者が出したものではないかと思われるもの

が、定期的に出されています。多分そうだろうなとは思います。わか

らなくもないですが。
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千頭座長 明らかにデータから見れば、この剪定枝の部分というのは大きな影

響を与えています。堆肥化する事業者は民間で複数あるのですが、結

局コスト的に合わないと言いますか、費用が出ないということです。

正直、単価で手間を考えると、どうなのかなというところです。

千頭座長 他にご意見はございませんでしょうか。

尾川構成員 先ほど、組成調査の結果をお伺いしたいというのがありまして、前

回いただいた資料に写真等が載っていて、食べ残し処分がどれくらい

というのは知っているのですが、その年度ごとに行ってらっしゃるの

で、今回はどうだったのでしょうか。

事務局 その前回ご覧いただいたものが、直近分の写真となります。また次

の組成調査は今年の１２月になります。また１２月以降に今年の写真

を載せます。

尾川構成員 その組成の割合というのは、変わりがあったのか、何かが増えてい

るのかというのは今の段階ではわからないのですか。

事務局 今までそこまで細かく分けていなかったのですが、今年は食品ロス

を目的に事業者に入っていただいて、今年は細かく分けました。今後

は事業者が入るかどうかはわかりませんし、どこまでできるかという

のはありますが、今回はそういった詳細な調査ができたというふうに

考えていただければありがたいと思っております。

尾川構成員 前回、アンケートでごみの出し方に迷ったものはありますかという

意見がたくさん出ていて、結構共通するものがあったのですが、それ

を市民の方に回答を返すという方法というのは何かお考えではない

のですか。

千頭座長 はい、いかがでしょうか。

事務局 それには色々と広報していかなければいけないと、細かくしていか

なくてはいけないと考えてはいるのですが、なかなか有効な機会がな

いので、今年はコロナも明けたので、自治会を回ったり、お子さんか

ら家庭に情報をもっていっていただくために学校でそういう教育を

進めたりと、積極的に活動を行っていきたいと考えております。

尾川構成員 これを見ていると、びんのフタやライターだとか、中にまだ残って

いるスプレー缶だとか、同じようなものがたくさん出ているので、そ

ういうのをしつこく広報に出していただくとか、年配の方でもアプリ

等で調べられる方は分別されていると思いますが、もう少しわかりや

すくみんなに周知できるようにしていっていただいたほうが、自然に

資源化率も上がるのではないかと考えます。数字を出すよりそちらの

方が先だとも考えます。

事務局 今の段階では、なかなかアイデアも無いので、地道に行っていくし

かないかとは考えています。もしも、とても有効なアイデアがありま
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したら教えていただきたいと思います。

千頭座長 今の指摘はとても大事なことで、アンケートを取って、市民の方々

が分別に困りましたというリストがあるのですから、それに対して市

は答える義務があります。なので、「こういう意見が出ました」「そ

れに対して市としては、こんなふうに実は今も行っているのです」と

いうのであれば、それを広報するなど、このままではアンケートの取

りっぱなしではないのかというのが今回の指摘です。

事務局 それは答えていかなくてはいけないです。

千頭座長 はい。たくさんご意見が出ていますから。

東和 もちろん、アンケートと組成調査は、今回の基本計画を作るための

調査ですので、計画の中にも盛り込みますし、市の施策の中にもでき

るだけ入れていきたいと考えております。

尾川構成員 計画はわかるのですが、それが市民に周知されない限り、数字にし

かならないので。

千頭座長 スプレー缶については、何人もの方が「使い切っていないスプレー

缶はどうしたらよいのでしょうか。」とアンケートに書かれています。

次はその質問を受けて、広報等で「こういうご意見が多かったけれど

も、これをこうしてください。」と、やはり返すべきだと思います。

事務局 はい、そうですね。

千頭座長 ぜひとも。ということですね、尾川さん。

尾川構成員 はい。数字を出すためのアンケートではなく、困っている方に答え

ていただくためのアンケートだと考えていましたので。

千頭座長 前向きにご検討ください。

事務局 はい、ありがとうございます。

千頭座長 はい、他にご意見はどうでしょうか。

先ほど説明で「プラスチック容器包装」として出されているプラよ

りも燃えるごみの中に入っている容器包装のプラの方が多いという

指摘があり、かなり衝撃的なのですが、ここはちゃんと広報されるポ

イントだったとお聞きしたのですがどうなっているのでしょうか。

事務局 はい、そうです。

鶴田構成員 洗わないといけないから、つい燃えるごみに捨ててしまうのではな

いでしょうか。

鏡山構成員 臭いの問題です。結局、洗っても臭いが落ちないものをある程度の

期間置いておかなければいけないのであれば、燃えるごみで出してし

まおうという発想は家庭にはあります。特に女性の方は多いです。も

う臭いがついたものはやめてという話はあります。必ず議論として出

てくるのは、水道代とこれとどちらがよいのかという、住民感情があ

るということは理解していただきたいです。
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新田構成員 水や洗剤を使って洗って分別するのが正解かどうかというところ

はある意味疑問です。

鏡山構成員 では、水は環境の問題で色々どうなのという方もいらっしゃいます

し、なかなか難しい問題を抱えているとは思います。

千頭座長 実際には食器を洗う際に一瞬だけトレイを洗う。実は水道代は安い

のです。１ｔで１１０円台しかかからなくて、１L当たり０．１円ぐ

らいです。

鏡山構成員 この間お話したと思いますが、今までほとんど洗って出すことをや

っていなかったのですが、洗って分別して出すことをやりだしたら、

燃えるごみが３分の１以下の量で、今までに買っていた袋が大きすぎ

てどうしようもないという状況が出てきました。

尾川構成員 プラごみ回収日を増やしてほしいです。

鏡山構成員 おっしゃられるとおり、プラごみはいつも満杯になります。

なので、回収頻度自体を状況に合わせて変えていくことも必要かと

考えます。

製品プラスチックは、今は残念ながら回収が無いので可燃ごみで捨

てているのですが。

ターゲットとしているプラごみをどうしますかという質問をされ

ていましたが、一番大変なのは衣装ケースです。あれはプラスチック

です。あれを捨てようと思うと、あれは可燃ごみです。プラスチック

で捨てるにしても、あの大きなものではビニールがギリギリではない

ですか。

そういうような方法論を出していかないと、なかなかその方向に向

かないと考えます。

千頭座長 だからこそ、アンケートには丁寧に答えていった方が良いと思いま

す。

藤村さん、どんなところでも良いのですか、何かお気づきの点など

ございませんでしょうか。

藤村構成員 些細なことなのですが、私は市のある会に入っていて、そこで「燃

えるごみとプラスチックごみを分けて出してください。」とお願いし

ましたら「プラスチックは今、燃やしているのだから、結局一緒でし

ょ。」と言われて、そうすると何も言えなくなってしまって、どう説

明すればいいのかわからないのですが、会の中でもそういうふうにお

っしゃる方がいらっしゃるので、その方が色んなところでそういうふ

うに話してしまうと、他の方にも影響してしまうのではないかと思い

ます。

新田構成品 以前は皆さんご存じで、これは瀬戸市が遅ればせながらプラの回収

を始められたので、少し状況が変わってきたのです。長久手市の状況
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はわかりませんが。

千頭座長 今の藤村さんの疑問に対して市としては市民の方にどうお答えし

ているのでしょうか。

事務局 尾張旭市ではプラスチックは燃やさず、資源としてリサイクルして

いますので、そのとおりに説明をしております。

藤村構成員 そうですか。ではやはり、もっとアピールしていただければ。

事務局 そういう誤解もあるかとは思いますが、アンケート等でご意見をい

ただくと本当にお答えしないといけないことがたくさんあるなと感

じます。

千頭座長 でも、日本容器包装リサイクル協会ルート（以下：容リ協）に出し

ても、実はサーマルの方が圧倒的に多いのではないですか。

事務局 はい、そうです。

千頭座長 それを突き詰めてもきりがないけれど、素朴な疑問は、まるで見当

違いではないですよね。最後はサーマルリサイクルで余熱回収をして

いますと容リ協はおっしゃいますけれども、市民から見たら「どうせ

燃やしているのでしょう。」という素朴な疑問が出るのは理解しない

と、難しいですが、なかなか先に進めないというところです。

ある市では、ある事業者の同じパッカー車が月曜日は生ごみを回収

していたけれども、別の曜日にはプラを回収していたので、市民の方

はどうしても「同じパッカー車で集めているのだから、燃やすのでし

ょ。」と思われていることが、ある時わかったそうです。ですので、

市民が素朴な疑問として持っていて、それに対して市がどう丁寧に答

えていくかというのが大事だと思います。ここにいらっしゃる方はよ

くご存じですが、市民はそうではないです。意外と盲点ではあるかと

思います。

大川さん、どんなことでも良いのですか、何かお気づきの点などご

ざいませんでしょうか。

大川構成員 資料２の書いていただいているように、商工会と連携をして啓発を

実施しますと書いています。商工会でも会員事業者あてに毎月送って

おります広報誌に記事を提供・掲載することもできますし、啓発チラ

シを同封して送ることもできます。ここ数年の記憶の中では啓発のこ

とが掲載されていなかったかと思いますので、ぜひ、原稿を頂戴でき

れば載せることができます。こういうかたちで事業者さんへは啓発し

ていきたいと考えております。

千頭座長 ありがとうございます。ぜひとも。

事務局 そうですね。あまり最近なかったので、ぜひ、よろしくお願いしま

す。

千頭座長 よろしくお願いします。他、ご意見はございませんでしょうか。
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スケジュール的には新しい「一般廃棄物処理基本計画」の策定は、

もう一度、いつ頃最終の案が出てくる予定でしょうか。と言いますか、

この会議が次回いつあるのか。

事務局 次回は８月を予定しております。

千頭座長 では、その時にはまだ皆さんからご意見が出せるということでしょ

うか。

事務局 はい、そうです。

千頭座長 しかし、あまり時間も無いので、新しい処理基本計画に向けて、皆

さんの立場から見たときに、こういう点はぜひとも取り入れるべきだ

というご指摘があれば、お出しいただいていた方が良いかとは思いま

す。

尾川構成員 うちのごみの組成として、シュレッダーごみが多く、あれは何とか

ならないのでしょうか。燃えるごみに出すのは簡単ですが、結構な量

になりますので、マーカーで消せば良いのかもしれませんが、小さな

ものだとそれも出す時に変なところに落ちるのも問題なので。あれは

本来燃えるごみとして出すものですよね。

事務局 シュレッダーごみは、燃えるごみです。

鏡山構成員 確認させていただきたいのですが、紙の種類によっては、紙の上に

ビニールコーティングをしているものについては、最終の回収・再生

するところが困るというお話があって、本当に混じりっ気のない純粋

なごみであれば、よいとは思いますが、コーティングされたようなご

みが混ざると受け入れができないと言われているので、仕方なくシュ

レッダーで裁断している状態なのですが。

千頭座長 シュレッダーにかけた紙ごみはどう扱うのですかというところで

すね。

鏡山構成員 そういったコーティングされたごみが混ざっているとも限らない

ので、どうしたらよいでしょうか。

千頭座長 そういう意味ですね。

事務局 はい。ですので、本当にきちんとした状況で分別していただければ

可能ですが、ビニールコーティングされたごみをシュレッダーにかけ

た状態のごみが入ってしまうと、資源として再生利用できず、燃える

ごみで扱っている状況です。

鏡山構成員 基本的にシュレッダーごみというのは、一般の家庭では基本的にシ

ュレッダー自体持ち合わせていないですし、シュレッダーでかけたも

のが大量に出た場合、それは市の方が自動的に事業系ごみと見なして

回収せず置いていかれます。

事業者であれば大量にシュレッダーにかける紙もありますが、家庭

のレベルであれば、せいぜい破って燃えるごみで捨てればすむ話で
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す。おっしゃる通り、再生の事業者からお話がありましたが、ビニー

ルコーティングされたごみは、再生としては馴染まないとは聞きまし

た。家庭のレベルでそこまでの量のシュレッダーごみが出るのは難し

い。

千頭座長 本来はビニールの部分を破ってシュレッダーにかける。

鏡山構成員 そこまでは紙質がピタッとしたものだと思いますので。色んなダイ

レクトメールや手紙が来ますよね。それについている補助フィルムも

再生紙に馴染まないです。それはもう普通の燃えるごみで捨てるしか

ないです。

尾川構成員 今、結構ビニールではない封筒があります。ただ小さいため、ごみ

で出す時に頭を悩ますところではあるので、シュレッダーごみと一緒

にそれも出せないかと考えたのですが。

事務局 個人情報等出したくないもの以外は、そのまま分別していただいて

排出をお願いしたいと思います。

千頭座長 はい。名前だけ消すスタンプもありますけれど。

少し大きく見た時に、資料３の７ページのところで目標値の設定と

いうことで、新しい計画では①②③④の４つの指標を設定しようとい

うふうにご提案いただいています。そのあたりは特にご意見はないで

しょうか。

尾川構成員 どうやって減らすかですから、分別を徹底してくださいとしか申し

上げられないように思います。

鏡山構成員 今回、事業系ごみだけ別にしますという話の中で、事業系ごみの目

標値は別で算定しますということでしたが、事業者の方に対してはど

ういうような啓発や活動をしていかれるのかというところは知りた

いです。市民に対しては、十分ここでお話していることが出てくると

は思いますが、今、事業系ごみが増えている中で、それをどうやって

減らすかのご意見をお聞きしたいです。

千頭座長 事業系の一般廃棄物をどう減らしいくのか。

事務局 事業系ごみについては、まず適正排出。それこそ一般家庭と一緒に

出さないようにというような、事業系ごみとして処分してくださいと

いう啓発を今でも行っていますが、なかなか難しいところなので、今

後もそういった徹底をしていきたいというのが第一にくると考えま

す。

先ほどの剪定枝については、どうしても出るものではあるので、や

はり市としても色々と資源化できるようなものも紹介していくとい

うようなことに力を入れていく必要があると考えております。

そういった中で、事業系ごみの削減につながっていくのではないか

と考えております。
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鏡山構成員 先ほどのシュレッダーごみに関して、膨大な量になるならそれは事

業系ごみではないですかというお話ですが、そうであればターゲット

に繋げておいた方が良いのかとは思います。難しいのはわかってい

て、ここでお話を出すのですが、実際どう取り組むのかというのはこ

れからのことだと思います。最近、家庭でもシュレッダーごみが出な

いこともないけれど、そんなに量は出ないと思います。一般ごみと一

緒に燃えるごみとして出すということがあると思います。事業系で使

われているシュレッダーだと最低でも４５Lのごみが満杯で出てくる

状態だと思います。それは回収車が回る中で、そういうごみがあった

という報告・連絡ルートを作って、どう対処していくかというような

情報のフィードバックをするのも良いのかと考えます。

事務局 はい、そうですね。

千頭座長 事業系の一般廃棄物は、減らす必要があるところもやや微増だった

りしますが、ご指摘のとおり、減らすための方策を明確に出ていない

と思われますので、そこは商工会と相談をしていただいて現場の状況

を踏まえながら、どう効果的なアプローチをするかぜひとも検討して

いただきたいと思います。

お時間にはなりましたが、今日の会議でこれだけは指摘しておいた

方が良いという点があれば、遠慮なくご意見ください。

ご意見ございませんでしょうか。

そうしましたら、今日は主に現状と次期の計画に向けての大まかな

考え方のご紹介をしました。次回は、かなりこの数値目標も含めて出

てくるのでしょうか。

事務局 はい。

千頭座長 はい。ただその時にはご指摘の通り、製品プラスチックをどう扱う

かだとか、今結論は出せませんが、これから５年間の間に確実に何か

取り組まなければいけないことはありますか。

事務局 はい、そうですね。

千頭座長 そういうことを次期の計画の中でどう扱うかもご検討いただかな

いといけないかもしれません。まさに製品プラスチックはそうです

ね。

事務局 はい。

千頭座長 では、以上ですので、あとは事務局へお返しいたします。

事務局 今日、色々な意見をお伺いしまして、皆さんのごみを排出するにあ

たって、非常に素朴な疑問にも真摯に答えていかなくてはいけないと

非常に感じました。そういった部分もなかなか広報誌の紙面の都合で

できないとか、回答の仕方もホームページ上だけでも難しいと思いま

す。こういった計画の中に、そのあたりを盛り込んでいこうと考えま
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す。そのあたりは計画目標以上に大事なところだと思いますので、そ

ういった部分も大事にしていきたいと非常に感じました。ありがとう

ございます。

次回の開催につきましては、８月８日（火）午前１０時から１１時

３０分で予定しておりますので、また詳細はご連絡させていただきま

す。よろしくお願いいたします。事務局からは以上でございます。

千頭座長 はい、ありがとうございました。

それでは、循環型社会推進会議を終わりたいと思います。ありがと

うございました。


